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であろう

師走に入ったところでこの原稿を書いています．激動というよりは混迷の

2009年(平成21年)でした．2010年はそれに輪を掛けたような年になると覚

悟しています．

今という時代，教育や医療制度は私が研鑽を積んでいた時期のそれとは異

なり，大幅に変更されてきています．FDとかチュートリアルとか，カタカナ

言葉が氾濫しています．より良き教育のために，われわれ自身が変わること

が求められています．時代のパラダイムシフトに対応するには，We must
 

change to remain the same，その通りです．ただ，私にはいまだに違和感

が残ります．教育とは，教える者の熱い心と学ぶ者のひたむきな姿勢があっ

て初めて成立します．卒後研修制度の発足以来，学ぶ者に受け身の姿勢が目

立ちます．一方，教える側にも教える技術を学ぶ機会がなかったためもあっ

て，戸惑いとともに，距離を置いて相手を傷つけないように気を遣っている

ようにみえます．このような環境では師弟の絆は成立しにくくなっているよ

うな気がします．「教育とは一緒に動くこと」という私の考えは古いのでしょ

うか．こんなことを考えるのは，私の周囲で想定を越える若者の不祥事が続

出しているからです．「楽観主義者は，すべての困難の中に好機を見出す

(チャーチル)」のだそうですが，とてもそんな心境には至りません．

医療や医療保険の制度変更は，わが国の整形外科の前途に困難が待ち受け

ていることを暗示しています．「手術もできる運動器のプロ」として，これか

らも国民から信頼してもらうにはどうすればよいか，選択の分岐点に立って

いるような気がします．迷った時は原点に立てばよいのです．判断するのは

医療の提供側ではなくて国民です．たとえ，その判断が後世間違いだったと

わかったとしても，です．国民がわれわれを支持してくれるだけの自己規制

と社会貢献を提示すればよいのです．

米国の医療制度や医療保険制度の問題の深刻さは，少し文献を調べればわ

かります．ただ，それと比較できる統計調査がわが国には整備されていませ

ん．このことの重要性については，既に指摘されています．いずれにせよ，

制度や社会システムの変更を問う場合には，文化や伝統を含んだ歴史を踏ま

えてデザインを考えないと木に竹を接いだようになり，結局は改悪になりま

す．誤った「改正」は当初の目的とは似ても似つかないものになってしまう

のではないでしょうか．わが国が同じ轍を踏まなければよいのですが．

混迷をさらに深める

富 田 勝 郎

この1年，われわれがすべきことは，運動器

のプロとして自らを磨き，それを国民に，そして医学を志す若者にわかって

もらう努力をすることではないでしょうか．チャーチルの警句を信じて．本

号は，第83回日整会学術総会の四宮謙一先生の抱負と慢性腰痛の保存療法の

特集が載っています．この二つにわが国の整形外科が突き付けられている課

題と今後の方向性がすべて含まれているように思います．

(菊地臣一)
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